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PROG 成績と累計 GPA との相関関係分析結果 

IR 室 

 

 標題の件、下記の通りご報告いたします。 

 

                   記 

１．PROG について 

 (1)本学では学生の社会人基礎力の把握とその成⾧を図るため、PROG テストを導入している。 

 (2)PROG はジェネリックスキルを測定するもので、内容は社会で役立つ「リテラシー（知識を

活用して問題を解決する力）」と「コンピテンシー（人と自分にベストな状態をもたらそうと

する力）」を計測する。本学では、2025 年度から「コンピテンシー」のみを実施している。 

 (3)PROG の結果は Level1～7 の数値で示され、数値が高い（Level が高い）ほど社会に出て活

躍する力が発達していることがわかる。 

 (4)PROG は 2012 年 4 月にスタートし、日本全体で利用校は大学・短期大学合計で 554 校、受

検者数は累計 180 万人（2024 年 3 月末時点 高専等も含めると 199 万人）に上っており、

教育インフラとしてその地位を確立しており、十分な信頼性がある。 

 

２．分析内容 

 (1)2026 年 3 月卒業生で、在学中に受検した PROG テストの結果と学生の卒業時成績との相関

関係を検証した。 

 (2)具体的には、2024 年 4 月入学、2025 年 3 月度卒業（留年者や未卒業生は除く）のうち、卒

業目前の今年 1 月に受検した 153 名について PROG テスト結果と各卒業生の累計 GPA（当

該学生の在学中のトータルな成績を表す）を比較し、相関係数を求める方法を採用した。 

（3）PROG の受検者数は、ゼミの先生方の積極的な勧奨により、大半の卒業生が受検していた。

今年度は残念ながら 6 名が卒業目前のテストを受検しておらず、貴重な機会を逃している。 

PROG は、学生が社会に出て求められる汎用的技能（ジェネリックスキル）を測定する有効

なツールであり、受検することは学生にとってメリットが大きい。次年度以降は卒業生全員

が受検するよう、積極的な勧奨をお願いしたい。 

 

 【相関係数】 

相関係数とは、2 種類のデータの直線的な関係の強さを表す指標。－1 から 1 までの値をとる。

1 に近いほど正の相関があり、-1 に近いほど負の相関がある、0 に近いほど相関がないことを

意味する。 

相関係数（r） 相関の強さ 

－1.0 ≤ r ≤ －0.7 強い負の相関 

－0.7 ≤ r ≤ －0.4 負の相関 

－0.4 ≤ r ≤ －0.2 弱い負の相関 



－0.2 ≤ r ≤ 0.2     ほとんど相関がない 

0.2 ≤ r ≤ 0.4     弱い正の相関 

0.4 ≤ r ≤ 0.7     正の相関 

0.7 ≤ r ≤ 1.0     強い正の相関 

 

３．分析結果（結論） 

 (1)今回よりリテラシーの受検を行っていないため、コンピテンシーと累計 GPA の相関関係に

ついて検証した。 

 (2)コンピテンシーと累計 GPA との相関係数が-0.31148792 で、弱い負の相関関係があること

が判明した。弱い負の相関関係があるとの結果が示すのは、コンピテンシーの値が高い学生

ほど累計 GPA がやや低い傾向にある。ただし、相関関係は弱いため、コンピテンシーだけで

GPA の結果を説明できるものではないことが示唆された。 

  従来の検証においてはコンピテンシーと累計 GPA は、ほんど相関がないこととなっていた

が、今回初めて相関関係があるものとの結果となった。 

  この結果から考えられるのは、GPA が高くても、必ずしも高いコミュニケーション力やリー

ダシップに優れているとは言えない。逆に対人基礎力に優れていてもテストなどで高得点を

取ることや課題提出などをまじめにこなす能力とは一致しないといえる。 

 （注）別紙ご参照 

 

【詳細】 

コンピテンシーの同じ成績の学生をグループ化し、累計 GPA 平均値を表すと以下の表のと

おり。コンピテンシー3 以下の累計 GPA が 6・7 を上回っており、やはり負の弱い相関関

係が確認できる。 

また、累計 GPA トップの 3.86 の卒業生がコンピテンシー2、累計 GPA1.51 の卒業生がコ

ンピテンシー7 であることなどによっても、弱い負の相関関係が確認できる。 

 

コンピテンシー 累計 GPA 平均値 

7 2.32 

6 2.45 

5 2.68 

4 2.67 

3 2.81 

2 3.03 

1 2.90 

 

  



 

４．意見 

 （1）PROG 結果と成績の比較は今回で 5 回目。 

   結果は前述したようにコンピテンシーについては、負の弱い相関関係が見られる結果とな

った。近年、大学教育や就職活動において、知識だけでない「人間力」や「ジェネリックス

キル」が重要視されており、学習成果の習熟度合いを表す GPA と組織の中で成果をだすた

めの行動特性であるコンピテンシーの両輪を評価することで学生の総合的な能力を可視化

し、学生の特質に合わせた教育の仕組みを構築することが有用である。 

 （2）既に述べたように、PROG は学生が社会に出て求められる汎用的技能を測定できる有力な

ツールである。今後も学生に対し、受検の勧奨を徹底願いたい。 

 

 

以上 

 

 



【別紙】 コンピテンシーと累計GPA相関係数 令和７年度卒業生

コンピテンシーと累計GPA    相関係数 -0.31148792
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コンピテンシーと累計GPA散布図

コンピテンシー７平均GPA 5 2.32

コンピテンシー６平均GPA 16 2.45

コンピテンシー５平均GPA 16 2.68

コンピテンシー４平均GPA 45 2.67

コンピテンシー３平均GPA 41 2.81

コンピテンシー２平均GPA 13 3.03

コンピテンシー１平均GPA 17 2.90


